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研究成果の概要：「何が仏説か」という問いは大乗経典の登場によって部派仏教徒から初めて投

げかけられたものではない。仏滅後徐々に増大していった初期経典のなかに「善説」であれば

「仏説」であるという考えが登場し、アビダルマの学僧たちによって「法性に違わなければ仏

説である」と定義されたのを受けて、大乗仏教徒たちは「大乗仏説論」を確立することができ

た。『大乗荘厳経論』第１章は、最も完成された「仏説論」を展開している。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

2007年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

2008年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

年度  

  年度  

総 計 8,600,000 2,580,000 11,180,000 

 
 
研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・印度哲学・仏教学 

キーワード：大乗荘厳経論、大乗仏説論、瑜伽行唯識学派、無着、梵語仏典校訂・翻訳 

 

１．研究開始当初の背景 

（１）戦後日本を代表する仏教学者であった

京都大学名誉教授・学士院会員長尾雅人博士

（1907-2005）は、長年にわたって龍谷大学

大宮学舎においてご専門の唯識仏教の諸論

書の読書会を開催しておられた。その中から

『摂大乗論 和訳と注解』全 2 巻 （講談社

インド古典叢書、1982 年・1987 年）が生ま

れたのであるが、晩年は『大乗荘厳経論』を

読んでおられた。長尾先生の没後は、先生が

パソコン上に残された同書全体にわたる「研

究ノート」を手がかりに、研究分担者である

荒牧典俊博士を中心に研究会を続けてきた。 

（２）一方、長尾先生がパソコン上に残され

た「研究ノート」はご遺族の手によって整理

され、『大乗荘厳経論』和訳と註解』として、

徐々に自費出版されつつある。全４冊のうち、

最初の３冊が 2007 年 3 月、12 月、2009 年 3

月にそれぞれ出版されている。第４冊も本年

中に出版される予定である。 

 

２．研究の目的 

（１）初期瑜伽行唯識学派の代表的な論書で

ある『大乗荘厳経論』のコアとなる第 1 章、
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第 9 章、第 17 章など数章の梵文テキストの

批判的校訂を複数の写本を参照して作成し、

該当箇所の翻訳と訳注を作成する。 

 

（２）同書第 1章の中心テーマである「大乗

仏説論」を初期仏教、アビダルマ仏教、大乗

経典、中観思想、唯識思想など様々な視点か

ら思想史的に解明する。 

 

３．研究の方法 

（１）学期中の毎週木曜日夕刻約３時間継続

して読書会を行ってきた。長尾先生が入力さ

れ、ある程度校訂されたテキストを底本とし

て、研究協力者である藤田祥道らが写本の写

真を参照して異読を確認した。 

 

（２）荒牧典俊が前もって用意した独自の和

訳を発表し、それを参加者全員が検討した。

その結果合意を得た翻訳を記録し、複数の異

なる解釈が存在する場合はそれを明記した。

訳注に関しては、分担して作成した。 

 

（３）この三年間にハンブルク大学名誉教授

ランベルト・シュミットハウゼン教授、同大

学マルティン・デルハイ博士など海外の唯識

研究者が長期にわたって読書会に参加され、

多くの有益な示唆を得た。 

 

（４）本研究プロジェクト参加者のそれぞれ

のバックグラウンドにもとづく「大乗仏説

論」に関する思想史的研究に関しては、自主

的な研究に任せたが、この面で最大の貢献を

なしたのは、いかに述べる藤田祥道の研究で

あった。 

 

４．研究成果 

（１）『大乗荘厳経論』第 1章「大乗の確立」

に関しては、批判的校訂と和訳・訳注を完成

し、研究分担者である能仁正顕が編集し、『大

乗荘厳経論第１章の和訳と注解 大乗の確

立』として、本年７月自照社（京都）から出

版される。本章に関しては、後に詳述するよ

うに、研究協力者の藤田祥道の「『大乗荘厳

経論』における大乗仏説論の研究」という学

位請求論文として結実した。 

 

（２）『大乗荘厳経論』第９章「菩提」に関

しても、既に批判的校訂と和訳を完成してい

る。これも早期に公刊したいと考えている。

本章に関しては、研究協力者の内藤昭文が

「MSA の構成と第 IX 章「菩提の考察」章の構

造」と「MSA 第 IX 章「清浄法界の六義」の理

解」という２論文を完成し、本年中に『イン

ド学チベット学研究』第 13 号において公表

される予定である。 

 

（３）『大乗荘厳経論』第 17 章「供養」に関

しては、その批判的校訂と和訳をほぼ終えて

いるが、引き続き読書会を継続して、完成し

たいと考えている。 

 

（４）研究代表者である芳村博実は、楠淳証

編『唯識 心の仏教』（自照社）を共著で刊

行した。研究分担者である早島理は、『仏教

思想の奔流』（自照社）を共著で刊行し、「大

乗仏教の人間観─瑜伽行唯識学派を中心に

─」を寄稿した。 

 

（５）研究分担者である荒牧典俊、早島理、

桂紹隆は、2007 年 12 月中国広州の中山大学

で開催された国際学会「唯識学思想与東亜仏

教伝統研討会」で唯識に関する研究発表を行

った。桂はさらに、2008 年６月米国アトラン

タで開催された第 15 回国際仏教学会で研究

発表した。なお、藤田祥道は、東方学会発行

の英文雑誌 Acta Asiatica の最新号に博士論

文のエッセンスを寄稿している。このような

形で、研究成果を海外に発信することに努め

た。 

 

（６）最後に、先行研究と、主として藤田の

研究にもとづき、「大乗仏説論」に関する思

想史的研究の成果の一部を記しておく。 

 

 仏滅後直ちに五百羅漢が集まって、アーナ

ンダを中心に「経蔵」がウパーリを中心に「律

蔵」が「結集」され、釈尊の教えの正確な伝

承は数度の「結集」によって再確認されたと

いう伝承は広く受け入れられているが、近年

の初期経典の綿密な文献学的研究の結果、最

古の仏典として広く承認されている『スッタ

ニパータ』でさえ、中谷英明によれば、数百

年の年月をかけて徐々に成立したことが立

証されている。また、オスカー・ヒンニュー

バーによれば、尼僧教団の成立は伝承に反し

て明らかに仏滅後の出来事であるという。 

 かくして、われわれの保持する初期経典

（ニカーヤと阿含）も律蔵も釈尊の時代、原

始仏教教団の時代から、数百年を経て徐々に

形成されたものと考えなければならない。す

なわち、伝承されているある特定の仏典が

「仏語」であるか否かは、いや「仏語」でな

いことは、その仏典を作成した仏教徒にとっ

て自明のことであったに違いない。 

 

 経蔵と律蔵に加えて、特定の作者を有し、



 

 

経典に説かれた仏説の理論的解明と組織化

を試みるアビダルマの諸論書が「論蔵」とし

て仏典のコーパスに加えられたとき、問題は

頂点に達したに違いない。初期仏教の諸部派

によって与えられた一つの解決策、仏語であ

るか否かを決定する一つのメルクマークは、

これら経・律・論の「三蔵」に含められてい

るか否かであった。 

 

 ところが、論蔵よりも経蔵こそが仏教教義

を決定する最高の基準であると説く経量部

に対して、論蔵の優越性を強く主張した説一

切有部のアビダルマ論師たちは、一見仏滅後

の個々の仏教学者が著したとされるアビダ

ルマ論書も釈尊が説いた真理（法性）を説く

限りは「仏語」と見なすことができるという

画期的な基準を提唱するに至った。このこと

は、『大毘婆沙論』の記述にもとづいて本庄

良文によってはじめて指摘されたことであ

った。 

 

 さて、大乗仏教の諸論書で「大乗仏説論」

が展開されていることはよく知られている。

中観派のバーヴィヴェーカ（清弁）の『中観

心論』における「大乗仏説論」はつとに野沢

静証によって紹介された。さらに、プラジュ

ニャーカラマティの『入菩提行論・細注』第

９章にも詳細な「大乗仏説論」が展開される。

これに対して瑜伽行唯識派では、『大乗荘厳

経論』第１章の「大乗仏説論」が著名である。 

 

 藤田は、『大乗荘厳経論』第１章の「大乗

仏説論」を解明する為に、その思想史的背景

を大乗経典、さらに初期経典にまで遡る。 

 大乗経典や部派アビダルマの仏説・非仏説

が論議されるとき、外的基準にもとづくもの

と内的基準にもとづくものとの二つの考え

方が見られる。前者は、仏典結集の伝承にも

とづく仏説観、つまり、釈尊在世時に釈尊に

よって語られ、仏滅後ただちに仏典結集によ

って保存された経と律が仏説であるという

ものである。これに対して後者は、仏説であ

るか否かはそうした外的・形式的な基準によ

っては判断されず、ただ教説の内容が仏説と

いうのにふさわしいものであるか否かによ

って判断されうる、という考え方である。 

 部派のアビダルマや大乗経典は、旧来の初

期仏典(経と律)の外に展開したものである

から、それらが仏説であることの根拠は当然

のことながら後者に依らなければならない。

しかし、そうした内的基準にもとづく仏説観

は、既に原始仏典において見られるものであ

る。 

 

 初期仏典においてこうした内的な基準に

もとづく仏説観が形成された背景をたどる

と、従来の初期仏典に対する一般的理解をく

つがえすものである。すなわち初期経典とは

釈尊のことばの口伝記録であるばかりでな

く、仏弟子等の説法をも「仏説」として収録

したものであり、そこには「仏の登場しない

経」の存在に端的に象徴されるように、仏弟

子たちによって展開された仏教が仏説とし

て承認されてゆく過程が窺われる。 

 こうした「仏語」の増大に呼応して、初期

経典には、なんであれ「善説」ならば仏語と

みなしてよいという言説が見られることに

なる。ただし、このことは仏滅後に仏弟子た

ちが際限なく自らの思索を仏説として編入

していったことを意味するわけではなく、そ

こには仏弟子等による新しいことばや思索

が仏説として承認されるべき基準というも

のが形成される必然性があった。「善説経」

と称される初期経典は「善説」を定義して、

「涅槃に結び付く真理のことば」が善説であ

るとみなす。 

 

 「経に入り、律に見られる」ものならば仏

説であり、そうでないならば仏説ではないと

いう「仏語」の外的基準に対して、説一切有

部や法蔵部は「法性等に反しないものならば

仏説である」という項目を加えている。これ

は初期仏典における仏説の増大からすれば

決して逸脱とはいえないのである。そして、

この新たな「仏語」の定義は、大乗経典を仏

語として正当化する際にも十分力を発揮し

たのであった。 

 

 「涅槃等の究極的な宗教的目的に結び付く

真理のことば」、あるいは「法性に反しない

ことば」ならば仏語であるという初期経典に

示された仏説観・聖典観が、アビダルマや大

乗経典という新たな仏説・仏語を展開させる

根拠となったことは、それぞれの文献からも

確認できる。インド仏教において「仏説」と

は、それが涅槃や仏の無上智という究極の目

的に結び付く真理のことばとして機能する

ように、常に状況に応じて説き改められるべ

きものであると理解されていた点がある。た

だし、それは旧来伝承されてきた仏説の権威

を否定するものではなかった。 

 

 以上のような「仏語観」が、大乗経典や論

書においては、『般若経』―『迦葉品』―龍

樹̶『菩薩地』―『解深密経』―『大乗荘厳

経論』という順で発達して行ったことを跡づ



 

 

けることができる。そして、』―『大乗荘厳

経論』第１章において最も発展した「大乗仏

説論」が完成されたと言える。同時に、後者

の意図するところを性格に理解する為には、

初期仏教経典から大乗経典、大乗論書までの

長い思想史をたどる必要があるのであった。 

 

 「仏説論」をめぐるインド仏教思想史をた

どるなかで、藤田が提出したもっとも興味深

い考察は、大乗仏教だけでなく部派仏教にも

仏道を追求する菩薩の観念が存在したこと

を推理したことである。それは、般若経典の

中でも、特に古いものとされる『八千頌般若』

において、「智慧の完成を誹謗する菩薩」や

「智慧の完成を恐れる菩薩」というカテゴリ

が登場することにもとづくものである。これ

は従来の「菩薩観」に発想の転換を迫るもの

である． 
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